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施設名：医療法人医誠会  医誠会病院  人間ドック SOPHIA 

受審施設の概要  

人間ドック SOPHIA予防医療事業部は、大阪市東淀川区の医誠会病院に併設した健診専門施

設で、 1999年に開設された。法人内での連携が図られており、各種診断、精密検査、治療な

どをトータルでサポートしている。  

年間の受診者数は、一日ドック約 2,400人、その他の健診を約 6,200人実施している。今回

は３回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

理念と基本方針は、人間ドック部門独自で定められ、必要があれば法人本部からの指示で

見直しが行われている。  

個人情報保護については、明文化し施設内に掲示されている。不定期ではあるが、職員へ

の研修も行われている。また職業倫理規程については、本部で制定されている。  

就業規則等各種規程は、法人本部によって体系的に管理されている。  

中長期経営計画・年度事業計画は、法人本部によって策定されているが、意見があればセ

ンター長から進言をしている。予算書及び決算報告書は適切に作成されている。本部主導運

営のため、人間ドック部門の主体性があまり感じられないので、今後の改善に期待したい。  

医師の体制は、常勤医２名（内、人間ドック認定医１名）及び非常勤医により構成されて

いる。曜日ごとに分担表が作成され、担当する業務が明確である。  

医師以外の職員については、人間ドック部門で資格等の管理が行われていないので、今後

は部門内でも、資格の取得状況確認やリスト作成についての検討が必要である。  

教育体制については、本部が主体で行っているが、健診部門内でも、教育状況の把握ため

に、教育計画や実施結果についての記録を整備することを望む。  

医療安全管理体制については、病院で委員会が設置され、マニュアルも整備されている。

インシデント・アクシデント発生時には、レポートの作成が義務付けられており、対策が必

要な事例については改善活動が行われている。感染管理については、マニュアル類が整備さ

れ、適切に実施されている。  

安全衛生管理体制については、職員の健康診断やストレスチェックが行われている。法人

全体として禁煙が推奨されており、現在は法人全体で喫煙者が０になっている。有給休暇の

取得状況も管理されており、働きやすい環境が整えられている。防火防災対策は、病院で年

１回防災訓練を行っている。  

情報の管理体制は、システムへのログイン ID・パスワードが設定されており、適切に管理

されている。トラブル発生時のマニュアルも作成されている。業者等のサーバー室への入室

管理が行われていないため、今後の改善に期待する。  

薬剤の管理については、病院の薬剤部が行っており、人間ドック部門では必要な薬剤を請

求し払い出す仕組みとなっている。委託業者の選定については、本部が一括管理している。  

高齢者や障害者への配慮については、バリアフリー化されており、情報共有の体制も整え

られている。  

外国人受診者への配慮については、受け入れ手順が整備されている。コロナ禍前は中間業

者を通し、医療ツーリズムで中国人観光客等を受け入れていた。  

 



 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

企業、保険者との契約は病院の医療営業部が行っており、適切に締結、更新されている。  

予約及び受付、健診料金の収受・会計処理は適切である。  

基本検査項目は行われており、オプション項目も法人本部の指示により適宜追加されてい

る。また、その導入経緯についても記録されている。  

受診環境については、原則として人間ドック以外の受診者は施設内にいないことに加えて、

受け入れ人数を勘案すると、待合スペースは適切な広さと思われるが、採血等でお互いが見

える可能性があり、今後も十分に配慮され続けるようお願いする。  

土曜日の健診実施や、女性技師の配置等、受診の利便性は図られている。  

事前送付物は、各種説明書を多数含んでおり、丁寧な対応が伺える。内視鏡を使う検査に

ついて、保健師により説明があり、その後に医師が同意を取得していることは適切と考える。

緊急時対応として、健診部門内への AEDの設置も検討されたい。  

検体検査は病院で実施されているが、検体搬送から結果の返却までを健診部門として管理

することが必要であり、積極的に関与するようにお願いする。また、各種検査のパニック値

については、健診部門として検討し、検査部門と協議して決定するしくみが必要である。  

生理検査のマニュアルは、検査手順だけでなく、パニック値や日常点検、トラブル対応に

ついて一つにまとめて記述されたものが望まれる。  

結果の判定については、レントゲン画像の二重読影を含め概ね良好であるが、手順につい

ての明文化をお願いする。  

判定区分については日本人間ドック学会が策定している内容に準拠しているが、変更記録

等は今後残されるとよりよい。  

結果説明は、全員に行われている。しかし、人間ドックとしては当日実施した検査結果を

できる限り説明することが望まれ、画像診断についても説明できるよう検討していただきた

い。  

保健指導は、全員に対して行われていたが、現在は暫定的に実施数を制限しての実施とな

っている。現在の状況を考えるとやむを得ないと判断するが、状況が改善した暁には原状へ

の復帰をお願いする。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

アンケートは受診者全員に対して行われており、集計・分析がされている。  

フォローアップ体制については、今回の受審を機に強化されており、実施率も前回受審時

よりも向上した。今後の継続的な取り組みに期待する。  

結果の分析もされている。今後も、学術大会等における積極的な発表を期待する。  

受診者に向けた有用な情報提供として、病院が月１度行っている無料講座に、年に数回参

加している。健診結果に関する情報の提供は行っていないため、今後の改善に期待する。  

健康経営に向けた取り組みとして、健診結果のＸＭＬやＣＳＶでのデータ提供が行われて

いる。また契約事業所に対しては、医療営業部が定期的な訪問を行っている。  

業務改善の体制としては、施設や職員の目標が設定されており、定期的に評価されている。

ただ施設の目標としては前回受診時も１日のドック受診者数１５名ということであったので、

目標に変化を付け、施設の質を向上させる姿勢を持てるように努力いただきたい。  

前回の指摘事項の内、人間ドック学会での発表については、前回審査後３回の発表が行わ

れているが、保健師の発表のみであり、今後は他職種の発表にも期待したい。  

 

 



総括  

各種のオプション検査を実施し人間ドックの充実を図っていることや、保健指導の積極的

な取り組みは、高く評価できる。今後は、健診部門としてより積極的に病院や法人に働きか

けて人間ドックを推進することをお願いする。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定更新に値すると判断する。  

 

審  査  日   2022 年  2月  10 日  

認定承認日  2022 年 2 月  26 日  


